
 

 

第４章  月次処理・随時集計 
 

この章では、随時集計から出力する各帳票と、月次締め処理で行う操作についてご説明します。 
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１. 月次処理の流れ 

１か月分の伝票入力が終わったら、月次処理として残高や予算の確認、「不整合チェック」による

確認を行います。 

また、月末日で伝票確定をしておくと、その日以前の内容の変更を防ぐことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※ 随時集計内の各帳票は、いつでも出力可能です。 

（1か月分の入力が終わる前に、確認で出力することもできます。） 
 

※ 伝票確定処理は、月の途中で行うこともできます。 

 

  

残高照合 

Ｐ4-4 

資産・負債の残高を確認します。 

合計残高試算表・ 

予算執行状況報告書 

の出力・確認 
Ｐ4-6～Ｐ4-7 

 

当月中の各科目の取引金額や残高、 

予算執行状況を確認します。 

不整合チェックによる確認 

Ｐ4-15 

 

残高や執行額の整合性や、 

マイナス残高の確認を行います。 

各種帳票の出力 

Ｐ4-8～Ｐ4-44 

 

伝票確定処理 

Ｐ4-45 

 

各種帳票を出力します。 

（必要に応じて出力してください。） 

月末で確定処理を行います。 

（必須ではありませんが、確定日以前

の内容変更を防ぐことができます。） 
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２. 各種帳票の出力手順（共通部分） 

ここでは、随時集計の各種帳票の出力手順の共通部分についてご説明します。 
 

１】 出力手順 

（１） 「随時集計（Ｅ）」をクリックし、出力する帳票をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２） 出力条件画面が表示されます。条件を設定し、 ＯＫ  ボタンをクリックします。 
 

出力形式 Ｐ1-16 をご覧ください。 

対象年度 

対象年月日 

締め処理の状況により、選択できる

年度が変わります。 

詳しくは、次ページをご覧くだ 

さい。 

帳票作成日 
Ｐ1-16 をご覧ください。 

事業区分 

 

 

 
 

（３） 以降の操作手順については、【帳票出力の手順】の（３）（Ｐ1-17）～をご覧ください。 
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２】 出力条件の対象年度について 

締め処理を行うと、管理年度と翌年度の 2 年度分の帳票が出力できます。 

（締め処理前は、管理年度分のみの出力となります。） 
 
 

例）管理年度：平成 31 年度の場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出力条件の対象年度の初期値は、「経理管理マスタ」の「処理年度」が設定されます。 

「処理年度」について： 

締め処理前 「管理年度」と同年度が設定されます。 

締め処理後 「管理年度」の翌年度が設定されます。 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

「締め処理」については Ｐ6-36、「年度更新」については Ｐ6-42、 

「経理管理マスタ」については Ｐ7-4 をご覧ください。 

  

締
め
処
理 

管理年度：H31 年度 

処理年度：R02 年度 

→H31 年度の帳票 

のみ出力可 

管理年度：H31 年度 
処理年度：R02 年度 
→H31 年度・R02 年度の 2 年度
分の帳票が出力できます！ 

決
算 

年
度
更
新 

管理年度：R02 年度 

処理年度：R02 年度 

→R02 年度の帳票 

のみ出力可 
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３. 残高照合処理 

残高照合処理では、特定の日付時点での残高が確認できます。 
 

※ 初期設定では、資産・負債の使用科目を表示していますが、科目ごとに残高照合への表示/非表示が設定

できます。（収益・費用科目の設定も可能です。） 

こちらの設定については、次ページをご覧ください。 
 
 

（１） 「随時集計（Ｅ）」－「01.残高照合処理」をクリックします。 

（２） ［計上日］の To へ、残高の確認日を入力し、 照合  ボタンをクリックします。 

その日時点の残高が表示されるので、通帳などと一致していることを確認します。 

※ ［計上日］の From は、対象年度の初日が固定されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷する場合は  印刷  ボタンをクリックします。 

確認メッセージが表示されるので  はい  ボタンを 

クリックします。 

プレビュー画面は表示されず、そのままプリンタから 

出力されます。 

 

エクセル保存する場合は  エクセル出力  ボタンをクリックします。 

以降の操作手順については、【エクセル出力について】（Ｐ1-21）をご覧ください。 

 

 

  

① ［計上日］TO を指定します。 
（必要があれば［会計区分］
も指定します。） 

 

② クリックします。 
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■ 残高照合へ表示する科目の設定 

残高照合の科目表示設定は、「科目マスタ」にて行います。 

表示または非表示へ変更する科目を開き、＜科目マスタ＞タブの［残高照合］で 

「する/しない」を設定します。 

（「科目マスタ」の設定手順については、Ｐ7-25 をご覧ください。） 
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４. 合計残高試算表・合計残高試算表（注記） 

貸借のバランスや当月の取引額、各科目の残高を表示します。 

通常の合計残高試算表は「合計残高試算表」、注記科目の合計残高試算表は「合計残高試算表 

（注記）」から出力します。 
 
 

■ 出力手順 

「随時集計（Ｅ）」－「02.合計残高試算表」「19.合計残高試算表（注記）」をクリックします。 

操作手順は Ｐ4-2 をご覧ください。 
 

＜出力条件について＞ 
 

対象年月日 終了日（To）を設定します。 

（開始日（From）は対象年度の 

4 月 1日が固定で設定されます。） 

終了年月日の月が、当月として集計

されます。 

すべて/ 

金額 0 円分を

除く 

金額 0円の科目の表示を設定でき

ます。 

すべて： 

当年度・前年度のいずれかで使用し

ていた科目がすべて表示されます。 

金額 0円分を除く： 

当年度・前年度のどちらの金額も 

0 円の科目を非表示にします。 

会計区分 会計区分が指定できます。 

補助科目ごと

の明細表示 

補助科目明細表示の「する/しない」

を選択します。 
 

■ 帳票について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

  

 
 
科目名の下に表示されている＊は、 
プラスになる方を表しています。 
例）左側だと借方がプラス 
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５. 予算執行状況報告書 

科目ごとに予算執行状況を表示します。 
 
 

■ 出力手順 

「随時集計（Ｅ）」－「03.予算執行状況報告書」をクリックします。 

操作手順は Ｐ4-2 をご覧ください。 
 

＜出力条件について＞ 
 

対象年月日 終了日（To）を設定します。 

（開始日（From）は対象年度の 

4 月 1日が固定で設定されます。） 

終了年月日の月が、月計として集計

されます。 

すべて/ 

金額 0円分を

除く 

金額 0円の科目の表示を設定でき 

ます。 

内容は Ｐ4-6 「すべて/金額 0円分

を除く」（出力条件項目の説明）を

ご覧ください。 

事業区分 事業区分が指定できます。 

（複数選択した場合は、選択した 

事業区分の計となります。） 

 
 

■ 帳票について 
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６. 総勘定元帳 

総勘定元帳を出力します。 
 

総勘定元帳では、印刷プレビュー画面から仕訳伝票へのジャンプ機能がご利用いただけます。 

こちらについては Ｐ4-10 をご覧ください。 
 

【基本内容】 

■ 出力手順 

「随時集計（Ｅ）」－「04.総勘定元帳」をクリックします。操作手順は Ｐ4-2 をご覧ください。 

また、エクセル出力時には、マクロを有効にする必要があります。 Ｐ1-22 をご覧ください。 
 

＜出力条件について＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

伝票入力分のみ出力 

（確認用）/ 

伝票入力分以外も出力 

（保管用） 

伝票入力分のみ出力（確認用）： 

対象期間中に伝票入力されている科目だけ出力します。 

入力内容の確認にご利用ください。 

伝票入力分以外も出力（保管用）： 

使用科目すべてを出力します。 

保管用資料として出力する場合は、こちらをご利用ください。 

事業区分 総勘定元帳は事業区分ごと・科目ごとに分かれて出てきます。 

事業区分を分けずに科目単位で出力する場合は、「事業区分を分けずに出力」

にチェックを入れてください。 

月単位で改ページ 月単位で改ページする場合は「する」を選択します。 

科目コード 科目コードを入力し、科目を指定します。 

（特定の科目だけ出力する場合に指定します。） 

科目コードが分からない場合は、 科目参照  ボタンから選択することができ

ます。（科目参照については、Ｐ1-14 をご覧ください。） 

（→次ページへ続きます。）  
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（→前ページからの続き） 

補助区分 補助科目の有無で出力対象を絞り込む場合に指定します。 

補助なし ：補助科目が無い科目のみ出力 

補助   ：補助科目がある科目のみ出力 

摘要 入力すると、摘要・付箋内容で絞込みができます。 

（該当の摘要・付箋が入力されているものだけ出力されます。） 付箋 

 

■ 帳票について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

① 自消名 自科目の消費税区分の略称を表示しています。 

② 相消／自消 相消：相手科目の消費税区分コードです。 

自消：自科目の消費税区分コードです。 

（消費税区分コードについては、Ｐ6-6～8 をご覧ください。） 

③ （自消の横の）※ ☆ ※ ：軽減税率適用の印です。 

☆ ：免税事業者からの仕入れによる経過措置適用の印です。 

④ 欄外注記 ③に関する注記です。 

 

  

① 

② 

③ 

④ 
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【仕訳伝票へのジャンプ機能】 

編集モードから仕訳伝票へジャンプすることができます。 

（１） 印刷プレビュー画面の［編集］へチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 
 

（２） 編集モードになります。 

伝票行の上でダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

（３） 該当の仕訳伝票画面（「仕訳伝票入力（複合）」）が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

■ 編集モード画面について 

 

 

 

 

 

 

 

  

伝票行の上で 
ダブルクリックします。 

チェックを外すと 
印刷プレビュー画面に
戻ります。 

別の科目へ移る時に 
クリックします。 
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７. 補助簿 

補助科目別の取引明細を表示します。項目内容は総勘定元帳と同じです。 

※ 補助科目が設定されていない科目については、出力されません。 
 

また、印刷プレビュー画面から仕訳伝票へのジャンプ機能がご利用いただけます。 

内容は、総勘定元帳と同じです。→Ｐ4-10 をご覧ください。 
 

■ 出力手順 

「随時集計（Ｅ）」－「05.補助簿」をクリックします。操作手順は Ｐ4-2 をご覧ください。 

また、エクセル出力時には、マクロを有効にする必要があります。 Ｐ1-22 をご覧ください。 
 

＜出力条件について＞ 

伝票入力分のみ出力 

（確認用）/ 

伝票入力分以外も出力 

（保管用） 
総勘定元帳と同じです。 

Ｐ4-8 をご覧ください。 
事業区分 

月単位で改ページ 

科目コード 

補助コード 特定の補助科目だけ出力 

する場合は、補助科目コード

を入力します。 

補助科目コードが分からな

い場合は、 補助科目参照  

ボタンから選択することが

できます。 

摘要 総勘定元帳と同じです。 

Ｐ4-9 をご覧ください。 付箋 
 
 

■ 帳票について 

自消名や相消/自消、 

欄外注記の内容は、総勘定元帳と同じ 

です。 

Ｐ4-9 をご覧ください。 
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８. 現預金出納帳 

「現預金出納帳」では、指定した資産科目の入出金内容を「現金出納帳」「預金出納帳」として 

出力します。 

利用するには、「現預金出納帳」へ出力する資産科目を「経理管理マスタ」にて設定する必要が 

あります。（「現金出納帳」「預金出納帳」の項目ごとに科目を設定します。） 

 

■ 現預金出納帳へ出力する科目の設定（事前設定） 

（１） 「管理（Ｊ）」－「01.経理管理マスタ」をクリックします。 

 

 

 

 

（２） ＜現預金出納帳＞タブを開きます。 

項目から「現金出納帳」または「預金出納帳」を選択します。 

 行追加  ボタンをクリックし、出力する資産科目を設定して  保存  ボタンをクリック 

します。 

（科目コードが分からない場合は、 科目参照  ボタンから選択することができます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現預金出納帳 科目設定時の注意！ 

現預金出納帳へ出力する科目は、資産科目のみとなります。 

資産以外の科目を設定することはできません。 

 

科目を修正する場合は、科目コードを修正後、 保存  ボタンをクリックします。 
 
 

行を削除する場合は、該当行を選択し、 行削除  ボタンをクリックします。 

右記のメッセージが表示されるので、 

 はい  をクリックし、 保存  ボタンを 

クリックします。 

（保存をしないと削除処理は完了しません。）  

② クリックします。 ④ クリックします。 

③ 科目コード（補助科目コード）
を設定します。 

① 「現金出納帳」または 
「預金出納帳」を選択します。 
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■ 出力手順 

「随時集計（Ｅ）」－「06.現預金出納帳」をクリックします。操作手順は Ｐ4-2 をご覧くだ 

さい。 
 

＜出力条件について＞ 

伝票入力分のみ出力 

（確認用）/ 

伝票入力分以外も出力 

（保管用） 

総勘定元帳と同じです。 

Ｐ4-8 をご覧ください。 

会計区分 会計区分が指定できます。 

会計区分を分けずに科目 

単位で出力する場合は、 

「会計区分を分けずに出力」

にチェックを入れてくださ

い。 

月単位で改ページ 総勘定元帳と同じです。 

Ｐ4-8 をご覧ください。 科目コード 

補助コード 補助簿と同じです。 

Ｐ4-11 をご覧ください。 
 
 
 

■ 帳票について 

「現金出納帳」→「預金出納帳」の順に出力されます。 

相消、欄外注記の内容は、総勘定元帳と同じです。Ｐ4-9 をご覧ください。 
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９. 予算差引簿 

予算科目（収益・費用）ごとに、「予算（当初・補正）」「執行額」「予算残額」の明細を表示 

します。 
 

■ 出力手順 

「随時集計（Ｅ）」－「07.予算差引簿」をクリックします。操作手順は Ｐ4-2 をご覧ください。 

また、エクセル出力時には、マクロを有効にする必要があります。 Ｐ1-22 をご覧ください。 
 

＜出力条件について＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 帳票について 

自消名や相消/自消、欄外注記の内容は、 

総勘定元帳と同じです。 

Ｐ4-9 をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

  

伝票入力分のみ出力 

（確認用）/ 

伝票入力分以外も出力 

（保管用） 
総勘定元帳と同じです。 

Ｐ4-8 をご覧ください。 
事業区分 

月単位で改ページ 

科目コード 
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１０. 不整合チェック 

「不整合チェック」では、貸借バランスやマイナス残高等の確認、事業区分の設定の確認をしま

す。 
 

【出力手順】 

※ はじめて出力する場合や、「受取配分金」「支払配分金」の科目コードを変更した場合は、事前に設定が

必要です。出力する前に 2】不整合チェックの科目設定 を行ってください。 
 
 

１】 出力手順 

「随時集計（Ｅ）」－「08.不整合チェック」をクリックします。 

操作手順は Ｐ4-2 をご覧ください。 

→不整合チェック結果の内容は【不整合チェック結果の内容】（Ｐ4-16）をご覧ください。 
 
 
 

２】 不整合チェックの科目設定 

はじめて出力する場合や、「受取配分金」「支払配分金」の科目コードを変更した場合は、 

科目設定が必要です。 

（１） 「管理（Ｊ）」－「01.経理管理マスタ」をクリックします。 

 

 

 

 
 
 
 

（２） ＜不整合チェック＞タブを開き、「受取配分金」「支払配分金」に対応する使用科目を設定し、 

 保存  ボタンをクリックします。 
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【不整合チェック結果の内容】 

不整合チェックでは「不整合チェック結果」と「事業区分設定チェック表」が出力されます。 

※ 「事業区分設定チェック表」は、チェック項目に当てはまる事業区分がある時だけ出力されます。 
 

１】 不整合チェック結果 

貸借バランスやマイナス残高等のチェック結果を表示します。 

チェック結果に「×」がある場合は、内容を確認し、必要があれば訂正を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ①～④、⑦⑧が×の場合 

原因】期首残高の金額が間違っている可能性があります。 
 

初期設定の際に設定した、資産・負債・正味財産の期首残高が間違っている可能性があります。 

下記の手順で確認・修正してください。 
 

（１） 「不整合チェック結果」の②を確認し、不整合になっている会計区分を確認します。 

（２） 下記の出力条件で「合計残高試算表」を出力します。 

対象年月日 4 月 1 日～4月 30 日 

会計区分 「不整合チェック結果」の②で×になっている会計区分 

補助科目ごとの明細表示 する 

（合計残高試算表については、Ｐ4-6 をご覧ください。） 

（３） 資産・負債・正味財産科目の前月末残高を確認します。この金額が期首残高です。 

前年度の「貸借対照表」を会計区分ごとに振り分けした金額と一致しているか、 

「資産合計＝負債合計＋正味財産」となっているか確認します。 
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（４） （３）で正しくない科目を確認したら、「科目マスタ」から該当科目の期首残高を修正 

します。 

補助科目がない科目の期首残高の修正 

「科目マスタ」の＜科目残高＞タブより修正します。手順については、Ｐ7-33 をご覧くだ 

さい。 

補助科目が設定されている科目の期首残高の修正 

「科目マスタ」の＜補助科目残高＞タブより修正します。手順については、Ｐ7-38 （２）

～（４）をご覧ください。 
 

（５） 再度「不整合チェック」を出力し、①～④、⑦⑧がすべて○になっていることを確認します。 
 

 

■ ⑤⑥が×の場合 

原因】「貸借対照表」「正味財産増減計算書」の前年度の金額が間違っている可能性があり 

ます。 
 

①～④、⑦⑧が○で、⑤⑥が×の場合は、帳票上の前年度の金額が間違っている可能性があり 

ます。下記の手順で、確認・修正してください。 
 

（１） 「貸借対照表」「正味財産増減計算書」を出力して前年度の金額を確認し、前年度の決算と

金額が一致しない科目を確認します。 

（「貸借対照表」「正味財産増減計算書」については Ｐ4-31・Ｐ4-29 をご覧ください。） 

（２） （１）で科目を確認したら、「前年度修正」から該当科目の金額を修正します。 

修正の手順については、Ｐ7-41 をご覧ください。 

（３） 再度「不整合チェック」を出力し、⑤⑥が○になっていることを確認します。 
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■ ⑨が×の場合 

最初に、どの科目で残高がマイナスになっているのかを確認します。 

「貸借対照表内訳表」を出力し、マイナスの金額になっている科目を確認します。 

この科目についての確認・修正を行います。 

（「貸借対照表内訳表」については、Ｐ4-33 をご覧ください。） 

※ マイナス金額でも内容が正しい場合は、特に修正する必要はありません。 
 

原因１】期首残高の金額が間違っている可能性があります。（利用初年度のみ） 

初期設定の際に設定した期首残高が、マイナス金額になっている可能性があります。 

「■ ①～④、⑦⑧が×の場合」の（２）の手順で「合計残高試算表」を出力し、「前月残高」が

マイナスになっているかを確認します。 

マイナス金額で正しい場合は、修正の必要はありません。 

正しくない場合は、「■ ①～④、⑦⑧が×の場合」の（４）（Ｐ4-17）の手順で期首残高を修正 

します。 

修正後は、「不整合チェック」を出力し、①～④、⑦～⑨が○になっていることをご確認くだ 

さい。 
 

原因２】仕訳伝票の入力内容が間違っている可能性があります。 

原因 1にあてはまらない場合は、仕訳伝票の入れ間違い（仕訳内容・金額の間違い、入力漏れ等）

が考えられます。 

該当科目の「総勘定元帳」を出力し、取引内容をご確認ください。 

（「総勘定元帳」については、Ｐ4-8 をご覧ください。） 

原因を確認した後は、仕訳伝票の内容を訂正し、再度「不整合チェックリスト」を出力して⑨が

○になっていることをご確認ください。 
 
 

■ ⑩（受取配分金＝支払配分金）が×の場合 
 

原因１】毎月月末に受取配分金・支払配分金を未収金・未払金へ計上していない可能性が

あります。 

この場合、年度途中にチェックを行うと、チェック結果は×になります。 

当年度すべての仕訳伝票入力が終わった後に、あらためて確認を行ってください。 

当年度のすべての仕訳伝票入力が終わった後でも×が表示される場合は、原因２以降をご確認 

ください。 
 

原因２】不整合チェックの科目設定が正しくない可能性があります。 
 

2】不整合チェックの科目設定（Ｐ4-15）を確認し、科目が正しく設定されているかご確認くださ

い。また、指定管理等で収益をまとめている場合、支払配分金に対して収益の科目が特定できな

いため、不整合チェックではチェックができず、×が表示されます。 

この場合は、「収支計算書」等で金額をご確認いただき、金額が正しい場合は問題ありません。 

上記内容にあてはまらない場合は、原因３をご確認ください。  
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原因３】仕訳伝票の入力内容が間違っている可能性があります。 
 

原因 1、原因 2にあてはまらない場合は、仕訳伝票の入れ間違い（金額の間違い、入力漏れ、 

重複入力等）が考えられます。 

「受取配分金」「支払配分金」を利用している事業区分ごとに「予算執行状況報告書」または 

「収支計算書」を出力し、金額をご確認ください。 

（「予算執行状況報告書」「収支計算書」については Ｐ4-7・Ｐ4-27 をご覧ください。） 

上記の帳票で、「受取配分金」と「支払配分金」の金額が一致していない事業区分を特定し、 

伝票検索や各帳票（総勘定元帳など）で、仕訳伝票の入力内容をご確認ください。 
 

伝票の検索について 

下記の条件で、仕訳伝票を検索してご確認ください。 

（伝票の検索手順については、Ｐ2-11 をご覧ください。） 

＜伝票検索条件＞ 

計上日 確認する月の初日～末日 （例:4/1～4/30） 

事業区分 金額が一致していない事業区分 

科目コード 「受取配分金」「支払配分金」 

※ それぞれ別々に検索します。 
 

総勘定元帳の出力 

下記の出力条件で総勘定元帳を出力し、「受取配分金」「支払配分金」の取引内容をご確認くだ 

さい。（「総勘定元帳」については Ｐ4-8 をご覧ください。） 

＜伝票検索条件＞ 

対象年月日 確認する月の初日～末日 （例:4/1～4/30） 

事業区分 金額が一致していない事業区分 

科目コード 「受取配分金」「支払配分金」 

※ それぞれ別々に出力します。 
 

原因を確認しましたら、仕訳伝票の内容を訂正し、再度「不整合チェック」を出力して×が消え

ていることをご確認ください。 

 

 

 

 

 

  



『エイジレス８０ コネクト』 ご利用の手引き（経理システム編） 

4-20 

 
 

２】 事業区分設定チェック表 

チェック項目にあてはまる事業区分がある場合のみ、出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「事業区分設定チェック表」が出力された場合、以下の手順でご確認ください。 
 

まず、チェック表に表示されている事業区分が、使用する事業区分かを確認し、該当箇所へ 

進んでください。 

使用する事業区分の場合   →「■ 使用する事業区分が表示されている場合」へ 

使用しない事業区分の場合  →「■ 使用していない事業区分が表示されている場合」 

（Ｐ4-22）へ 
 

■ 使用する事業区分が表示されている場合 
 

① 「事業区分が関連付けされていません」 

「事業区分が関連付けされていないにも関わらず、○○にデータが存在します。」 

が表示される。 
 

事業区分管理にて、該当の分類（中分類または小分類）へ事業区分を設定します。 

事業区分の設定については、「事業区分管理」（Ｐ7-11）をご覧ください。 

その後、再度不整合チェックを出力し、チェック表から表示が消えていることをご確認 

ください。 
 

② 「事業区分の入力区分が 0にもかかわらず、○○にデータが存在します。」が表示される。 
 

「収支計算書内訳表」（Ｐ4-28）を出力し、該当の事業区分が正しい位置に設定されている 

ことを確認します。 
 

設定が間違っている場合： 

「事業区分管理」（Ｐ7-11）より訂正し、再度不整合チェックを出力し、チェック表から表示が

消えていることをご確認ください。 
 

正しく設定されている場合： 

伝票の削除や科目の使用設定を外さずに、もともと小分類だった事業区分を中分類へ変更した

り、後から内訳（小分類）を設定したりしたことが原因です。 

→ 訂正方法については、次ページをご覧ください。 
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（１） 「管理（Ｊ）」－「05.事業区分管理」－「03.小分類設定」をクリックします。 

（２） ［中分類］から該当の事業区分を選択し、キーボードの［Print Screen］キーを押して、 

表示されている画面を印刷します。 

（ここで印刷したものは、後で設定時に必要になります。保管しておいてください。） 

（３） 小分類として登録されている事業区分をすべて削除します。 

（削除手順は、Ｐ7-14 をご覧ください。） 

（４） 存在するデータに沿った対応を行います。 

（下記＜存在するデータ別の対応＞をご覧ください。） 

（５） 「管理（Ｊ）」－「05.事業区分管理」－「03.小分類設定」をクリックし、（２）で印刷した

内容をもとに、（３）で削除した小分類の事業区分を再設定します。 

（設定手順は、Ｐ7-14 をご覧ください。） 

（６） 「不整合チェック」を出力し、表示が消えていることを確認します。 
 
 

＜存在するデータ別の対応＞ 

● 「伺い伝票」「伝票」「補正予算」の場合 

該当の事業区分で登録されている「伺い伝票」「仕訳伝票」「補正予算」を確認し、 

別の事業区分での登録が必要な場合は、新たに正しい事業区分で登録してください。 

その後、該当の事業区分で登録されている「伺い伝票」「仕訳伝票」「補正予算」を削除します。

（※「伺い伝票」「仕訳伝票」の場合は、そのまま事業区分を訂正することも可能です。） 

伺い伝票の削除は Ｐ3-32、仕訳伝票の削除は Ｐ2-12～14、補正予算の削除は Ｐ5-14～15 を 

ご覧ください。 

伺い伝票・仕訳伝票が削除できない場合は、コールセンターまでご連絡ください。 
 

● 「当初予算」「科目残高」「補助科目残高」の場合 

該当の事業区分の使用科目が設定されているので、設定を外します。 

（１） Ｐ7-17 の手順で該当事業区分の使用科目を検索します。 

その際、検索条件では、［使用科目］をチェックし、［事業区分］の「From」「To」のどちら

にも該当事業区分を設定してください。 

（２） 検索結果が全選択された状態で、 選択  ボタンをクリックします。 

（３）     ボタンをクリックして最後の科目を表示させます。 

＜科目使用＞タブを開き、該当の事業区分のチェックを外して  保存  ボタンをクリック 

します。 

（４）    ボタンをクリックして１つ前の科目を表示させます。 

該当の事業区分のチェックを外して  保存  ボタンをクリックします。 

（５） （４）の処理を、一番初めの科目まで繰り返します。 

※ 「当期当初予算が 0でないため、変更できません」メッセージが表示された場合は、 

＜当初予算＞タブにて該当事業区分の予算額を「0」にして保存してください。  
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■ 使用していない事業区分が表示されている場合 
 

① 「事業区分が関連付けされていません。」が表示される。 

この項目だけが表示されている場合は、「事業区分管理」の「事業区分マスタ」より該当の 

事業区分を削除します。（事業区分の削除手順については、Ｐ7-12 をご覧ください。） 

その後、不整合チェックを出力し、チェック表から表示が消えていることをご確認ください。 
 
 

② 「事業区分が関連付けされていないにもかかわらず、○○にデータが存在します。」 

「事業区分の入力区分が 0にもかかわらず、○○にデータが存在します。」が表示される 

伝票の削除や科目の使用設定を外さずに、小分類や中分類から削除したためです。 

下記の手順で訂正してください。 

（１） 「管理（Ｊ）」－「05.事業区分管理」－「02.中分類設定」をクリックします。 

（２） ［大分類］から「10：公益目的事業会計」を選択し、該当の事業区分を追加します。 

（設定手順は、Ｐ7-13 をご覧ください。） 

（３） 存在するデータに沿った対応を行います。 

（＜存在するデータ別の対応＞ Ｐ4-21 をご覧ください。） 

（４） 「管理（Ｊ）」－「05.事業区分管理」－「02.中分類設定」をクリックし、 

（２）で登録した事業区分を削除します。 

（削除手順は Ｐ7-13 をご覧ください。） 

（５） 「不整合チェック」を出力し、表示が消えていることを確認します。 
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１１. 財務分析 

「財務分析」では、収支相償や公益目的事業費率、収益率や人件費率等を確認することができ 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１】 出力手順 

「随時集計（Ｅ）」－「09.財務分析」をクリックします。操作手順は Ｐ4-2 をご覧ください。 
 
 

２】 財務分析の科目設定 

はじめて「財務分析」を出力する場合や、使用科目のコードを変更した場合は、 

「財務分析」の出力前に、「経理管理マスタ」の＜財務分析＞の科目の設定を確認する必要が 

あります。 

（１） 「管理（Ｊ）」－「01.経理管理マスタ」をクリックします。 

（２） ＜財務分析＞タブをクリックし、左側の［項目］に対応する科目（［科目コード］［科目名］）

が正しく設定されていることを確認します。 

（各項目の内容については、次ページをご覧ください。→） 
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■ 財務分析設定項目の内容 
 

受託事業収益＋独自事業収益 「未収債権回転期間」「事業収益率」を算出するための設定項目です。 

初期設定では、「A100000：受託事業収益」（大科目）が設定されてい

ます。 

独自事業や指定管理事業の収益を、受託事業収益とは別科目に分けて

いる場合は、設定の追加が必要です。 

事業費 

（支払配分金＋支払材料費等） 

「未払債務回転期間」を算出するための設定項目です。 

初期設定では、 

「B101000：事】支払配分金」、「B101200：事】支払材料費等」 

「B101400：事】○○費」、「B101600：事】○○費」 

が設定されています。 

支払配分金・支払材料費の科目コードを変更していたり、独自事業・

指定管理事業を別科目に分けていたりする場合は、設定の変更・追加

が必要です。 

未収金 「未収債権回転期間」を算出するための設定項目です。 

初期設定では、「1102000：未収金」が設定されています。 

未収金の科目コードを変更している場合は、設定の変更が必要です。 

未払金 「未払債務回転期間」を算出するための設定項目です。 

初期設定では、「2101000：未払金」が設定されています。 

未払金の科目コードを変更している場合は、設定の変更が必要です。 

受取補助金等 「補助金収益率」「補助金人件費率」を算出するための設定項目です。 

初期設定では、「A500000：受取補助金等」（大科目）が設定されて 

います。 

受取補助金等の科目コードを変更している場合は、設定の変更が必要

です。 

人件費 「補助金人件費率」「人件費率」を算出するための設定項目です。 

初期設定では、 

「B102000：事】役員報酬」、「B102200：事】給料手当」、 

「B102400：事】臨時雇賃金」、「B102600：事】法定福利費」 

「B102800：事】退職給付費用」、「B103000：事】福利厚生費」 

「B352000：管】役員報酬」、「B352200：管】給料手当」 

「B352400：管】臨時雇賃金」、「B352600：管】法定福利費」 

「B352800：管】退職給付費用」、「B353000：管】福利厚生費」 

が設定されています。 

人件費で設定されていない科目があったり、人件費以外の科目が設定

されていたりする場合は、設定の追加・削除が必要です。 
 

（→次ページへ続きます。）  
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（→前ページからの続き） 

事業費 「事業費率」を算出するための設定項目です。 

初期設定では、「B100000：事業費」（大科目）が設定されています。 
 

設定の追加・変更・削除が必要な場合は、下記「■ 財務分析の科目設定の変更」をご覧くだ 

さい。 
 
 

■ 財務分析科目の設定変更 

（１） 「経理管理マスタ」の＜財務分析＞タブにて、［項目］のプルダウンリストから、設定変更

する項目を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 内容の変更を行います。 

＜設定科目を変更する場合＞ 

［科目コード］を変更して［Enter］キーを押し、［科目名］を確認後、 保存  ボタンを 

クリックします。 

 

 

 

 

 
 
 
 

＜設定科目を追加する場合＞ 

 行追加  ボタンをクリックすると、一番下に行が追加されます。 

［科目コード］を入力して［Enter］キーを押し、［科目名］を確認後、 保存  ボタンを 

クリックします。 

 

 

 

 

 
 
 
 

(→次ページへ続きます。)  

［科目コード］を変更します。 

追加された行へ［科目コード］ 
を入力します。 
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＜設定科目を削除する場合＞ 

削除する行を選択し、 行削除  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

確認メッセージが表示されますので  はい  をクリック後、 保存  ボタンをクリック 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

削除する行を選択し、 
 行削除  ボタンをクリック 
します。 
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１２. 収支計算書・収支計算書（注記） 

「収支計算書」を出力します。 

通常の収支計算書は「収支計算書」、注記科目の収支計算書は「収支計算書（注記）」から出力し

ます。 
 
 

■ 出力手順 

「随時集計（Ｅ）」－「10.収支計算書」「20.収支計算書（注記）」をクリックします。 

操作手順は Ｐ4-2 をご覧ください。 
 

＜出力条件について＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■ 帳票について 

 

※ 出力条件で事業区分を指定した場合は、 

正味財産の期首/期末残高は表示されません。 

（金額は空欄になります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

予算額表示 予算額欄へ表示させる予算額を選択

します。 

予算現額： 

補正予算額を反映した予算現額を

表示します。 

当初予算額： 

当初予算額を表示します。 

〈収支計算書〉 
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１３. 収支計算書内訳表・収支計算書内訳表（注記） 

「収支計算書内訳表」を出力します。 

通常の収支計算書内訳表は「収支計算書内訳表」、注記科目の収支計算書内訳表は「収支計算書内

訳表（注記）」から出力します。 
 
 

■ 出力手順 

「随時集計（Ｅ）」－「11.収支計算書内訳表」「21.収支計算書内訳表（注記）」をクリックし 

ます。 

出力は、エクセル出力のみとなります。操作手順は Ｐ4-2 をご覧ください。 
 

＜出力条件について＞ 

出力対象 「決算額」「予算対比」のどちらかを 

選択します。 
 

「予算対比」を選択すると、事業区分 

ごとに「予算額」「決算額」「差異」 

「予算消化率（％）」が表示されます。 

予算額表示 出力対象で「予算対比」を選択した場合、 

予算額欄へ表示させる予算額を選択し

ます。 

内容はＰ4-27「予算額表示」（出力条件

項目の説明）をご覧ください。 
 

■ 帳票について 

エクセルファイルのため、印刷する際は、ページ設定で向きや用紙サイズ、拡大/縮小などを 

調整してください。帳票作成日はヘッダーに入力されます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

［予算対比］で出力した場合は、1 つの事業区分に「予算額」「決算額」「差異」「消化率（％）」

が表示されます。 

 

 

 

 

 

  

〈収支計算書内訳表：印刷イメージ〉 



第 4 章 月次処理・随時集計 

4-29 

１４. 正味財産増減計算書 

「正味財産増減計算書」を出力します。 
 

■ 出力手順 

「随時集計（Ｅ）」－「12.正味財産増減計算書」をクリックします。 

操作手順は Ｐ4-2 をご覧ください。 
 

＜出力条件について＞ 

前年度と比較/ 

前年同月と比較 

前年度欄へ表示させる金額を選択

します。 

前年度と比較： 

前年度 1年間の金額を表示しま

す。 

前年同月と比較： 

対象年月日と同期間の前年度の 

金額を表示します。 

※ 「前年同月と比較」を選択し

た場合は、正味財産の期首/期

末残高は表示されません。 

すべて/ 

金額0円分を除く 

金額 0円の科目の表示を設定でき 

ます。 

内容は Ｐ4-6 「すべて/金額 0円分

を除く」（出力条件項目の説明）を

ご覧ください。 

 

■ 帳票について 

 

※ 出力条件で「前年同月と比較」を選択した場合

や事業区分を指定した場合は、 

正味財産の期首/期末残高は表示されません。 

（金額は空欄になります。） 
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１５. 正味財産増減計算書内訳表 

「正味財産増減計算書内訳表」を出力します。 
 

■ 出力手順 

「随時集計（Ｅ）」－「13.正味財産増減計算書内訳表」をクリックします。 

出力は、エクセル出力のみとなります。操作手順は Ｐ4-2 をご覧ください。 
 

＜出力条件について＞ 

すべて/ 

金額 0円分を除く 

金額 0円の科目の表示を設定でき

ます。 

内容は Ｐ4-6 「すべて/金額 0円分

を除く」（出力条件項目の説明）を

ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 帳票について 

「正味財産増減計算書内訳表」の様式では、事業区分は中分類までの表示になります。 
 

エクセルファイルのため、印刷する際は、ページ設定で向きや用紙サイズ、拡大/縮小などを 

調整してください。帳票作成日はヘッダーに入力されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〈正味財産増減計算書内訳表：印刷イメージ〉 
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１６. 貸借対照表 

「貸借対照表」を出力します。 
 

【基本内容】 
 

■ 出力手順 

「随時集計（Ｅ）」－「14.貸借対照表」をクリックします。 

操作手順は Ｐ4-2 をご覧ください。 
 

＜出力条件について＞ 

すべて/ 

金額 0円分を除く 

金額 0円の科目の表示を設定でき

ます。 

内容は Ｐ4-6 「すべて/金額 0円

分を除く」（出力条件項目の説明）

をご覧ください。 

現金預金を 現金預金科目の「まとめる/まとめ

ない」を選択します。 

充当額の入力 【貸借対照表の正味財産充当額の

入力】（次ページ）をご覧ください。 

 

 

 

 

 

■ 帳票について 

 

＊で表示されている金額について： 

貸倒引当金や、固定資産減価償却累計額を使用 

している場合は、 

未収金から貸倒引当金を差し引いた額、 

固定資産から減価償却累計額を差し引いた額が

＊に表示されます。 
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【貸借対照表の正味財産充当額の入力】 

貸借対照表の正味財産の充当額は、 

「貸借対照表」または「貸借対照表内訳表」の 

「出力条件画面」か、 

「経理管理マスタ」の＜貸借対照表＞タブから 

直接入力します。 
 

充当額へ入力する金額については、 

一度「貸借対照表内訳表」を出力し、 

特定資産合計等の金額をご確認ください。 
 

 

 

■ 入力手順 

下記どちらかの方法で入力します。 
 

＜出力条件へ直接入力する＞ 

「貸借対照表」「貸借対照表内訳表」の出力条件の 

［充当額］へ金額を入力し、 ＯＫ  ボタンを押し 

ます。 

→入力した金額は、センター共通で「貸借対照表」 

「貸借対照表内訳表」の出力条件、 

「経理管理マスタ」の＜貸借対照表＞へ保存され、 

次回出力する際も、同じ金額がセットされます。 

 

 

 

 
 

＜経理管理マスタへ入力する＞ 

「管理（Ｊ）」－「01.経理管理マスタ」をクリックし、＜貸借対照表＞タブの［充当額］へ 

金額を入力し、 保存  ボタンをクリックします。 

→入力した金額は、センター共通で「貸借対照表」「貸借対照表内訳表」の出力条件にも保存され、

次回出力する際も、同じ金額がセットされます。 

 

 

 

 

 

 

  

充当額の金額を入力します。 
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１７. 貸借対照表内訳表 

「貸借対照表内訳表」を出力します。 
 

■ 出力手順 

「随時集計（Ｅ）」－「15.貸借対照表内訳表」をクリックします。 

出力は、エクセル出力のみとなります。操作手順は Ｐ4-2 をご覧ください。 
 

＜出力条件について＞ 

すべて/ 

金額 0円分を除く 

金額 0円の科目の表示を設定でき

ます。 

内容は Ｐ4-6 「すべて/金額 0円分

を除く」（出力条件項目の説明）を

ご覧ください。 

現金預金 現金預金科目の「まとめる/まとめ

ない」を選択します。 

充当額の入力 【貸借対照表の正味財産充当額の

入力】（前ページ）をご覧ください。 

 

 

 

 

 

■ 帳票について 

エクセルファイルのため、印刷する際は、ページ設定で向きや用紙サイズ、拡大/縮小などを 

調整してください。帳票作成日はヘッダーに入力されます。 

 

＊で表示されている金額について： 

Ｐ4-31 をご覧ください。 

 

 

 

 

 

  

〈貸借対照表内訳表：印刷イメージ〉 
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１８. 補助金消化状況一覧表 

費用科目ごとに、「補助対象/対象外」別の「予算現額」「執行額」「予算残高」「消化率」を表示 

します。 
 

■ 利用する際の前提 

利用する際は、当初予算・補正予算入力時に「うち補助金分」を入力しておく必要があります。 

→ 当初予算については Ｐ5-1、補正予算については Ｐ5-10 をご覧ください。 

また、仕訳伝票入力時に、消費税区分で「補助/補助外」を選択する必要があります。 
 
 

■ 出力手順 

「随時集計（Ｅ）」－「16.補助金消化状況一覧」をクリックします。 

操作手順は Ｐ4-2 をご覧ください。 
 

＜出力条件について＞ 

帳票種別 「補助金消化状況一覧表」/ 

「補助金消化状況一覧表内訳表」のどちら

かを選択します。 
 

「補助金消化状況一覧表内訳表」は、 

エクセル出力のみとなります。 

事業区分ごとにシートに分かれて出力され

ます。 

 

 

 
 
 

■ 帳票について 

帳票の各項目について： 

予算現額 当初予算・補正予算で入力した「うち補

助金分」が、［補助対象］となります。 

予算現額から「うち補助金分」を除いた

金額が、［補助対象外］となります。 

執行額 仕訳伝票で消費税区分が「控除有・補助」

または「控除無・補助」に設定されてい

る金額が［補助対象］になります。 

消費税区分が上記以外になっている場合

は、［補助対象外］になります。 

予算残高 ［予算現額］から［執行額］を引いた 

金額です。 

消化率 ［執行額］/［予算現額］です。 

（少数点以下切捨て） 

  

〈補助金消化状況一覧表〉 
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１９. 補助金科目別整理簿 

補助金科目（※）別に、［補助金現額］［補正額］［執行額］［補助金残額］の明細を表示します。 
 

※ 補助金科目は、以下のいずれかにあてはまる科目です。 

・予算へ［うち補助金分］を入力している科目 

・仕訳伝票で消費税区分が「控除有・補助」または「控除無・補助」に設定されている科目 
 

■ 利用する際の前提 

利用する際は、当初予算・補正予算入力時に「うち補助金分」を入力しておく必要があります。 

→ 当初予算については Ｐ5-1、補正予算については Ｐ5-10 をご覧ください。 

また、仕訳伝票入力時に、消費税区分で「補助/補助外」を選択する必要があります。 
 

■ 出力手順 

「随時集計（Ｅ）」－「17.補助金科目別整理簿」をクリックします。 

操作手順は Ｐ4-2 をご覧ください。 

また、エクセル出力時には、マクロを有効にする必要があります。 Ｐ1-22 をご覧ください。 
 

＜出力条件について＞ 

月単位で改ページ 月単位で改ページする場合は 

「する」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 帳票について 

帳票の各項目について： 

補正額 補正予算の「うち補助金分」の 

金額です。 

補助金現額 予算現額の「うち補助金分」の 

金額です。 

執行額 仕訳伝票にて、消費税区分が「控

除有・補助」または「控除無・補

助」で入力された金額です。 

補助金残額 ［補助金現額］から［執行額］を

引いた金額です。 
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２０. 補助科目別収支計算書 

収益・費用の金額を、任意に設定した区分で集計します。 

事業区分よりも細かい区分や、事業区分とは別の区分で確認したい場合にご利用ください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本内容】 
 

■ 利用する際の前提 

事前に科目に対して「補助科目別集計区分」の設定が必要です。 

→設定手順は次ページ以降をご覧ください。 

また、1つの科目を複数の区分に分ける場合は、補助科目の設定が必要です。 

補助科目を設定すると、その科目の伝票入力時に、毎回補助科目の入力が必要になります。 
 
 

■ 出力手順 

「随時集計（Ｅ）」－「18.補助科目別収支計算書」をクリックします。 

出力は、エクセル出力のみとなります。操作手順は Ｐ4-2 をご覧ください。 
 

エクセルファイルのため、印刷する際は、ページ設定で向きや用紙サイズ、拡大/縮小などを 

調整してください。帳票作成日はヘッダーに入力されます。 

 

 

 

  

設定した区分で集計され 
ます。 
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【補助科目別集計区分の設定】 
 

１】 設定の流れ 

■ はじめて利用する場合の設定手順 

手  順 ページ 

1） 「コード管理」から［補助科目別集計区分］を設定します。 Ｐ4-38 

2） 「科目マスタ」から補助科目別集計区分に計上させたい収益・費用科目に対し

て、［補助科目別集計区分］を設定します。 

1つの科目を複数区分に分ける場合と分けない場合で、設定手順が異なります。 

 

（複数区分に分ける科目） 

→細分化する区分ごとに補助科目を作成し、補助科目に対して［補助科目別 

集計区分］を設定します。 

Ｐ4-39 

（分けない科目） 

→補助科目を設定している場合は、各補助科目の［補助科目別集計区分］へ 

同一の区分を設定します。 

→補助科目を設定していない場合は、科目に対して［補助科目別集計区分］を

設定します。 

 

Ｐ4-40 

 

Ｐ4-39 

 
 
 

■ 収益・費用科目を追加・変更した場合の設定手順 

手  順 ページ 

1） 追加・変更した収益・費用科目に対して［補助科目別集計区分］の設定・変更

をします。 

手順は、「■ はじめて利用する場合の設定手順」の 2）の手順と同様です。 

 

 
 
 

■ ［補助科目別集計区分］を追加・変更する場合の設定手順 

手  順 ページ 

1） 「コード管理」から［補助科目別集計区分］を追加・変更します。 Ｐ4-38 

2） 「科目マスタ」から［補助科目別集計区分］を変更します。 

手順は、「■ はじめて利用する場合の設定手順」の 2）の手順と同様です。 

 

 
 
 

■ ［補助科目別集計区分］を削除する場合の設定手順 

手  順 ページ 

1） 「科目マスタ」から、削除する［補助科目別集計区分］が設定されている科目

の［補助科目別集計区分］を、削除する区分とは別の区分へ変更します。 

手順は、「■ はじめて利用する場合の設定手順」の 2）の手順と同様です。 

 

2） 「コード管理」にて、［補助科目別集計区分］を削除します。 Ｐ4-38 
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２】 補助科目別集計区分の追加・変更・削除 

［補助科目別集計区分］の追加・変更・削除は、「管理システム」の「コード管理」から行い 

ます。 
 

（１） 「管理システム」の「共通（Ｋ）」－「02.コード管理」をクリックします。「コード管理」

を開きます。 
 

（２） 左側の［コード種別］から「（新新）補助科目別集計」をクリックします。 

・区分を追加する場合： 

 行追加  ボタンをクリックし、［コード］（2 桁）と［内容］（区分名称）を入力し、 

 保存  ボタンをクリックします。 

・名称を変更する場合： 

［内容］を修正し、 保存  ボタンをクリックします。 

・削除する場合： 

削除する行を選択し、 行削除  ボタンをクリック後、 保存  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

（３） 「経理システム」を再起動または再ログインします。 

（開き直さないと、設定した「補助科目別集計区分」が「経理システム」に反映されません。） 

 

  

［内容］には分けて確認したい区分の 
名称を入力します。 
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３】 科目へ補助科目別集計区分を設定 

1 つの科目を複数区分に分けて確認する場合は、区分ごとに補助科目を作成し、作成した補助科

目に対して［補助科目別集計区分］を設定します。 

1 つの科目で区分分けする必要がない場合は、科目に対して［補助科目別集計区分］を設定しま

す。区分分けする必要がない科目で補助科目が設定されている場合は、すべての補助科目に対し

て同一の［補助科目別集計区分］を設定します。 
 
 

■ 1 つの科目で区分を分ける場合 

（１） 「管理（Ｊ）」－「02.科目マスタ」の＜補助科目＞タブにて、区分別に補助科目を作成しま

す。（補助科目の作成手順については、Ｐ7-34 をご覧ください。） 

（２） 各補助科目へ［補助科目別集計区分］を設定し、 保存  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■ 区分分けする必要がない科目の場合 
 

＜補助科目が設定されていない科目＞ 

「管理（Ｊ）」－「02.科目マスタ」の＜科目マスタ＞タブにて、［補助科目別集計区分］を 

設定し、 保存  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

各補助科目へ 
［補助科目別集計区分］を 
設定します。 
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＜補助科目が設定されている科目＞ 

「管理（Ｊ）」－「02.科目マスタ」の＜補助科目＞タブにて、すべての補助科目へ同じ 

［補助科目別集計区分］を設定し、 保存  ボタンをクリックします。 
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２１. 予算実績比較報告書 

「予算実績比較報告書」では、科目別の［当初予算額］［補正予算額］［予算現額］［決算額］ 

［差異］が、全体・事業区分ごとに出力されます。注記科目の分も出力されます。 
 
 

■ 出力手順 

「随時集計（Ｅ）」－「24.予算実績比較報告書」をクリックします。 

操作手順は Ｐ4-2 をご覧ください。 

（「すべて/金額 0円分を除く」では、金額 0円の科目の表示が設定できます。 

内容は Ｐ4-6 「すべて/金額 0円分を除く」（出力条件項目の説明）をご覧ください。） 
 
 

■ 帳票について 

正味財産増減計算書科目の全体の内容→ 注記科目の全体の内容→ 

正味財産増減計算書科目の事業区分別の内容 →注記科目の事業区分別の内容 

の順に、改ページされて出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〈全体のページ〉 〈全体の注記科目のページ〉 

〈事業区分別のページ〉 〈事業区分別の注記科目のページ〉 
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２２. 正味財産増減計算書推移表 

3 種類の予測値（Ａ：経過月数に基づく推計、Ｂ：前年同月比較に基づく推計、Ｃ：当年度推移

予測に基づく推計）を使用し、決算見込の作成にご利用いただけます。 

（こちらの帳票は、「シルバー人材センター事業 会計経理の実務手引き＜3訂版＞」の「正味財産増減計算

書推移表（決算見込み）」（Ｐ168～169）を元に作成しました。） 
 
 

■ 出力手順 

「随時集計（Ｅ）」－「25.正味財産増減計算書推移表」をクリックします。 

出力は、エクセル出力のみとなります。操作手順は Ｐ4-2 をご覧ください。 
 
 

■ 「正味財産増減計算書推移表」を使った決算見込の作成 

「正味財産増減計算書推移表」はエクセルで出力されますので、「Ａ:経過月数に基づく推計」「Ｂ:

前年同月比較に基づく推計」をもとに、センター様で残りの月分の枠内へ予測値を入力していた

だくと、「Ｃ:当年度推移予測に基づく推計」にて着地見込額が算出されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

着地見込額 計算式 特徴 

Ａ：経過月数に基づく

推計 

着地見込額（Ａ） 

＝実績額（ｂ）*12/経過月 

当年の実績を経過月数で割って、年度（12 ヵ月

分）に換算しています。人件費等の月々による

変動が少ない費目に適しています。 

Ｂ：前年同月比較に

基づく推計 

着地見込額（Ｂ） 

＝前年決算額（i）*前年同月比 

（実績額（b）/前年同月実績（g）） 

前年決算額に、前年同月の出来高を考慮して、

着地見込を計算しています。事業費などの進行

月による変動が前年から推計しやすい費目に 

適しています。 

Ｃ：当年度推移予測

に基づく推計 

着地見込額（Ｃ） 

＝年度合計（4月～3月の合計） 

Ａ、Ｂの予測値をもとにセンター様で残りの月

分の枠内へ予測値を入力していただくと、着地

見込額が算出されます。 
  

 
（
中 

略
） 
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２３. ５期比較推移表 

当年度を含めた過去 5 年度の実績や、指定した年度と当年度の比較を表示します。 

業績変化の把握や、将来の業績を予想し 5 カ年計画を作成する際のたたき台として活用いただけ

ます。 
 
 

■ 出力手順 

「随時集計（Ｅ）」－「26.5 期比較推移表」をクリックします。 

操作手順は Ｐ4-2 をご覧ください。 
 

＜出力条件について＞ 

推移比較期間 対象年度を含む過去 5年度の期間

が固定で設定されています。 

推移比較対象月 比較対象の月（From-To）を指定し

ます。 

Fromには 4月以外も指定できるた

め、単月や四半期などでの比較も

可能です。 

増減比較対象年度 増減比較の対象年度を、昨年度以

前の過去 4年度から任意で選択で

きます。 
 
 
 

■ 帳票について 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

※ 20 年基準経理システムを利用する前の年度の金額は、表示されません。 

※ 正味財産の期首/期末残高の金額は、表示されません。 
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２４. 損益レポート 

収益費用の月別科目別の金額をレポートとして表示します。集計対象は、事業区分や摘要、 

付箋で絞込みすることができます。 

また、エクセル出力すると、割合や推移がグラフに表示されるので、視覚的に確認することが 

できます。 
 
 

■ 出力手順 

「随時集計（Ｅ）」－「27.損益レポート」をクリックします。 

操作手順は Ｐ4-2 をご覧ください。 
 

＜出力条件について＞ 

出力形式 「帳票出力」は、損益レポートのみとなりま

す。 

グラフも出力する場合は、 

「エクセル出力」を選択してください。 

事業区分～ 

付箋 

設定すると、集計対象の絞り込みができ 

ます。 

 

 

 

 

■ 帳票について 

「帳票出力」の場合は、損益レポートのみ出力されます。 

 

 

 

 

 

 

「エクセル出力」の場合は、「損益レポート」と「損益グラフ」のシートに分かれて出力され 

ます。 
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２５. 伝票確定処理 

伝票確定処理は、指定した日付までの伝票を確定し、変更を不可にする処理です。 

会計責任者による承認が終わった月の末日などで確定し、後から内容が変更されることを防ぎ 

ます。 

伝票確定処理は、特定のユーザーのみ実行できるよう、ユーザー権限から設定することができ 

ます。（ユーザー権限については、「ご利用の手引き（システム全般編）」のＰ3-8 をご覧ください。） 

※ 伝票確定処理は、必ず行わなければいけない処理ではありません。確定処理を行わなくても、翌月以降

の伝票入力は可能です。 
 
 

■ 確定される内容 

確定すると、以下の処理が制限されます。 
 

伺い処理 確定日以前の日付での計上処理 

確定日以前の日付で計上処理された伺いの伝票削除処理 

仕訳伝票・注記伝票 確定日以前の日付での新規登録 

確定日以前の日付の伝票の修正・削除 
 
 

■ 操作手順 

仕訳伝票の確定処理は「伝票確定処理」、注記伝票の確定処理は「注記伝票確定処理」で行い 

ます。 

＜確定処理＞ 

（１） 「仕訳伝票（Ｂ）」－ 

「07.伝票確定処理」または「09.注記伝票確定処理」 

をクリックします。 

 
 
 

（２） 確定する日を［計上日］へ入力し、 ＯＫ  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

（３） 確認メッセージが表示されます。 

 はい  をクリックします。 
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＜確定解除＞ 

確定処理を解除します。 

※ 確定日を変更する場合は、変更する日付で確定処理をやり直してください。 

（１） 「仕訳伝票（Ｂ）」－「07.伝票確定処理」または「09.注記伝票確定処理」をクリックしま

す。 

（２）  確定解除  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

（３）  ＯＫ  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

（４） 確認メッセージが表示されます。 

 はい  をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 


